
• gentleMACS Dissociator
• gentleMACS M Tube ストレイナーなし: 25本入り 130-093-236、50本入り 130-093-458
• 目的タンパク質に適した lysis buffer
• オプション： Antifoam Y-30 emulsion (Sigma-Aldrich, A6457)

A.準備

B. タンパク質抽出のための組織破砕
• このプロトコルにより、肝臓、腎臓、脾臓、心臓、肺、脳、皮膚、筋肉、腸などのマウス組織からタンパク質を抽出できることが確認され
ています。（凍結組織も可）

Note: M Tube が破損する恐れがあるため、骨など硬いサンプルからの抽出はできません。
•サンプル量は 300μL～10 mLの間になるようにしてください。lysis buffer 1 mLに対し組織は最大10 mg までをお勧めいたします。
• lysis buffer は氷上であらかじめ冷やしておいてください。
• gentleMACS Dissociatorの使用方法はユーザーマニュアルをご参照ください。

M tube に冷やした lysis bufer を適量入れる。

＊チューブの壁にサンプルがつかないように直接
lysis buffer に入れてください。

gentleMACS プロトコール No. ⑪

タンパク質抽出のための組織破砕

gentleMACS program Protein_01 を選ぶ。

(オプション)終濃度1 % となるように Antifoam Y-30 
emulsionをLysis buffer に加え、ホモジナイズ中に泡が
立たないようにする。
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M Tubeに組織サンプルを移す。
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M Tube のふたをしっかり閉めて、チューブを上下逆に返
しサンプルが rotor / stator にのっていることを確認する。

プログラム終了後、M Tube を 4000 x g 5分遠心し、
チューブのそこに lysateを集める。

次のタンパク質解析に進むまで氷上に置く。

gentleMACSセットし、Protein_01. をスタートさせる。


